
 

 

公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会 

平成 24 年度（2012 年度） 事業計画書 

自 平成 24 年（2012 年）4 月 1 日 

至 平成 25 年（2013 年）3 月 31 日 

 

 

PMF2012 の概要 

 

開催期間  2012 年７月 7 日（土）～8 月 4 日（土） 29 日間 

開催地   札幌市ほか北海道内市町、東京都、中華人民共和国（北京、瀋陽） 

参加アーティスト 

ファビオ・ルイジ（芸術監督） 

エイヴィン・グルベルグ・イェンセン（客演指揮者）／ハノーファー北ドイツ放送交響楽団首席指揮者 

山下一史（指揮者） 

アンドレア・バケッティ（ピアノ） 

吉田珠代（ソプラノ）／第 6 回静岡国際オペラコンクール 2 位入賞者（最高位） 

アレクサンダー・ビューロー（アシスタント・コンダクター） 

札幌交響楽団（ホストシティ・オーケストラ） 

PMF 教授陣 

室内楽指導 東京クヮルテット 

オーケストラアカデミー教授陣 

（前半教授陣） ローター・シュトラウス（ヴァイオリン）／シュターツカペレ・ベルリン 

   ラインハルト・クラウス（ヴァイオリン）／シュターツカペレ・ドレスデン 

セバスティアン・ヘルベルク（ヴィオラ）／シュターツカペレ・ドレスデン 

ステファン・リーコフ（チェロ）／スイス・ロマンド管弦楽団 

スワヴォミール・グレンダ（コントラバス）／ミュンヘン・フィルハーモニー管弦楽団 

カール・ハインツ・シュッツ（フルート）／ウィーン国立歌劇場管弦楽団 

セリーヌ・モネ（オーボエ）／シュターツカペレ・ドレスデン 

ゲラルト・パッヒンガー（クラリネット）／ウィーン交響楽団 

リヒャルト・ガラー（ファゴット）／ウィーン交響楽団 

ロベルト・ラングバイン（ホルン）／シュターツカペレ・ドレスデン 

タマーシュ・ヴェレンツェイ（トランペット）／ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団 

ニコラ・ノード（トロンボーン）／シュターツカペレ・ドレスデン 

ミヒャエル・ヴラダー（ティンパニ）／ウィーン交響楽団 

アストリッド・フォン・ブルック（ハープ）／シュターツカペレ・ドレスデン 

 （後半教授陣） デイヴィッド・チャン（ヴァイオリン）／メトロポリタン歌劇場管弦楽団 

スティーヴン・ローズ（ヴァイオリン）／クリーヴランド管弦楽団 



ダニエル・フォスター（ヴィオラ）／ワシントン・ナショナル交響楽団 

ラファエル・フィゲロア（チェロ）／メトロポリタン歌劇場管弦楽団 

ハロルド・ロビンソン（コントラバス）／フィラデルフィア管弦楽団 

ステファン・ラグナー・ホスクルドソン（フルート）／メトロポリタン歌劇場管弦楽団 

ユージン・イゾトフ（オーボエ）／シカゴ交響楽団 

スティーヴン・ウィリアムソン（クラリネット）／シカゴ交響楽団 

ダニエル・マツカワ（ファゴット）／フィラデルフィア管弦楽団 

ロバート・ワード（ホルン）／サンフランシスコ交響楽団 

マーク Ｊ. イノウエ（トランペット）／サンフランシスコ交響楽団 

デンソン・ポール・ポラード（トロンボーン）／メトロポリタン歌劇場管弦楽団 

ティモシー・ジェニス（ティンパニ）／ボストン交響楽団 

安楽 真理子（ハープ）／メトロポリタン歌劇場管弦楽団 

ヴォーカルアカデミー教授 

マリス・ペーターゼン（ソプラノ） 

ロベルト・セルヴィーレ（バリトン） 

   木下志津子（ピアノ） 

PMF ピアニスト  コルネリア・ヘルマン 

山田亜希子 

 

 

PMF2012 アカデミー教育 

 

⑴ オーケストラ・アカデミー（110 名） 

PMF 創設者レナード・バーンスタインの基本的理念であるオーケストラアカデミー教育を、引き続き

実施する。 

 

① オーディション（2011 年度中に実施済み） 

例年どおり、ライブオーディションとレコーディングオーディションを実施した。 

ライブオーディションは、2012 年 1 月 14 日（土）から 2月 23 日（木）にかけて、主に PMF教授陣が

審査員となり、北米、ヨーロッパ、アジア及びオセアニアの 19 都市で実施した。また、ライブオーディ

ションを受験しに行くことが困難な人のために、録音審査によるオーディションを併せて実施した。 

（ライブオーディション実施都市） 

北米  フィラデルフィア、ニューヨーク、ボストン、クリーヴランド、シカゴ（5 都市） 

ヨーロッパ  ベルリン、ウィーン、ロンドン、パリ、アムステルダム、チューリヒ（6 都市） 

アジア・オセアニア  東京、札幌、大阪、ソウル、瀋陽、台北、北京、シドニー（8 都市） 

   

② アカデミー教育 

会期中の全期間、4 つのプログラム（S、A、B、C）の教育を行う。芸術監督ファビオ・ルイジと客演指

揮者エイヴィン・グルベルグ・イェンセンが指揮するほか、PMF ヨーロッパ、PMF アメリカの教授陣がア

カデミーの指導にあたる。会期中の数回の演奏会（オーケストラ又は室内楽）に出演し、教育の成果



を発表する。 

 

（アカデミー教育内容） 

・ オーケストラ・リハーサル  セクション練習、全体リハーサル等 

・ 室内楽リハーサル  グループごとに割り当てられた室内楽曲の練習 

・ マスタークラス  楽器ごとの個別指導（楽器により数時間から十数時間程度） 

・ 演奏会  成果の発表の場として、各演奏会に出演し演奏を行う 

 

⑵ コンダクティング・アカデミー（3 名） 

PMF 芸術監督ファビオ・ルイジの指導のもと若手指揮者を育成するプログラム。前回 PMF2011 に

引き続いて実施する。 

 

① オーディション（2011 年度中に実施済み） 

録画映像によるレコーディングオーディションを実施した。 

 

② アカデミー教育 

    会期中のうち 7 月 13 日（金）から 22 日（日）までの 10 日間、ピアノを使用したコンダクティング指

導のほか、PMF オーケストラのリハーサルを行い、PMF オーケストラ演奏会（プログラム B）で PMF

オーケストラを指揮し、成果を発表する。 

 

⑶ ヴォーカル・アカデミー（8 名） 

2012 年はファビオ・ルイジ芸術監督最終年であり、芸術監督 3 年間の集大成としてのオペラ教育

を行う。 

 

① オーディション（2011 年度中に実施済み） 

録画映像によるレコーディングオーディションを実施した。 

 

② アカデミー教育 

    会期中のうち 7 月 9 日（月）から 22 日（日）までの間、ヴォーカル・アカデミー教授陣のマリス・ペ

ーターゼン（ソプラノ）、ロベルト・セルヴィーレ（バリトン）と芸術監督ファビオ・ルイジによるオペラ表

現、ディクションの指導やマスタークラスを行う。コンダクティング・アカデミーが指揮する PMF オー

ケストラ演奏会（プログラム B）に出演し、成果を発表する。 

 

⑷ PMF アジア・フレンドシップ・アカデミー（10 名） 

アジアにはまだ経済的に厳しい国があり、その中でも若手音楽家が音楽活動をしている。そこで、

アジアでの音楽環境の向上とアジアにおける PMF の周知のため、PMF ライブオーディション開催都

市から遠く、PMF 組織委員会が提示する条件に適う若手音楽家を、アジアの主要な音楽団体からの

推薦により招待し、PMF2012 後半 2 週間の PMF オーケストラのリハーサル等に参加することのできる

「PMF アジア・フレンドシップ・アカデミー」を新たに設置する。 

 



 

① 選考 

  下記の各音楽団体から 1 名ずつ推薦を受ける。 

・ ヴェトナム国立音楽院 

・ ヤン・スー・トウ音楽院（シンガポール） 

・ シンガポール交響楽団 

・ マレイシア・フィルハーモニー管弦楽団 

・ タイ・フィルハーモニック管弦楽団 

・ バンコク交響楽団 

・ モンゴル国立フィルハーモニック交響楽団 

・ ヴェトナム国立交響楽団 

・ フィリピン・フィルハーモニック管弦楽団 

・ インド交響楽団 

 

② アカデミー教育 

会期中のうち 7 月 16 日（月）から 30 日（月）までの間、基本的には PMF オーケストラ・アカデミ

ーと同じ行動をとり、寝食を共にする。PMF オーケストラのリハーサル、マスタークラスに参加する。

ダニエル・マツカワによるオーディション攻略法のセッション等の特別プログラムなどを実施する方

向で調整中。 

 

 

PMF2012 演奏会 

 

PMF2012 各演奏会の実施予定は、次のとおり。 

・ 7 月 5 日（木）  PMF2012 オープニング・プレ・コンサート コルネリア・ヘルマン ピアノリサイタル 

（札幌コンサートホール Kitara 小ホール） 

・ 7 月 7 日（土）  PMF オープニング・セレモニー&コンサート（札幌芸術の森・野外ステージ） 

・ 7 月 8 日（日）  PMF オーケストラ演奏会 プログラム S（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 8 日（日）  PMF 大通公園コンサート（大通公園西 6 丁目ステージ） 

・ 7 月 9 日（月）  PMF ヨーロッパ・アンサンブル演奏会（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 10 日（火）  PMF ヨーロッパ・リサイタルⅠ（札幌コンサートホール Kitara 小ホール） 

・ 7 月 11 日（水）  PMF ヨーロッパ・リサイタルⅡ（札幌コンサートホール Kitara 小ホール） 

・ 7 月 12 日（木）  PMF ホストシティ・オーケストラ 札幌交響楽団演奏会 

（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 13 日（金） 東京クヮルテット演奏会（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 14 日（土） PMF オーケストラ演奏会 プログラム A（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 15 日（日） PMF オーケストラ演奏会 プログラム A（札幌芸術の森・野外ステージ） 

・ 7 月 17 日（火） PMF アンサンブル演奏会（北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎）） 

・ 7 月 18 日（水） PMF アンサンブル演奏会（札幌市清田区民センター／北海道立三岸好太郎美術館） 

・ 7 月 19 日（木） PMF アンサンブル演奏会（札幌時計台ホール／札幌市東区民センター） 



・ 7 月 19 日（木） マリス・ペーターゼン＆ロベルト・セルヴィーレ デュオリサイタル 

（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 20 日（金） 市民ロビーコンサート（札幌市役所本庁舎市民ロビー） 

・ 7 月 20 日（金） PMF オーケストラ演奏会 プログラム B（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 21 日（土） PMF オーケストラ演奏会 プログラム B（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 22 日（日） PMF アンサンブル演奏会（苫小牧市、奈井江町、北広島市、美唄市、富良野市） 

・ 7 月 24 日（火）  PMF アメリカ・リサイタルⅠ（札幌コンサートホール Kitara 小ホール） 

・ 7 月 25 日（水）  PMF アメリカ・リサイタルⅡ（札幌コンサートホール Kitara 小ホール） 

・ 7 月 26 日（木）  PMF アメリカ・アンサンブル演奏会（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 27 日（金） PMF Presents 山田亜希子リサイタル（札幌コンサートホール Kitara 小ホール） 

・ 7 月 28 日（土） PMF-GALA コンサート（札幌コンサートホール Kitara） 

・ 7 月 29 日（日） ピクニックコンサート（札幌芸術の森・野外ステージ） 

・ 7 月 30 日（月） PMF オーケストラ 東京公演（サントリーホール） 

・ 7 月 31 日（火） NOMURA Presents PMF チャリティコンサート（サントリーホール） 

・ 8 月 2 日（木）  日中国交正常化 40 周年記念 PMF オーケストラ 瀋陽公演 

（遼寧大劇院(予定)） 

・ 8 月 4 日（土）  日中国交正常化 40 周年記念 PMF オーケストラ 北京公演 

（中国国際青年交流センター 世紀劇院） 

 

 

音楽普及のための取り組み 

一般の人々が身近にクラシック音楽に触れることができる機会を提供することで、クラシック音楽の

普及を図る。 

2012 年度は、音楽祭運営の全般的な見直しにより、従来実施していた PMF トークセッション及び修

了生演奏会は休止し、オープンリハーサル及び PMF 教育セミナーは実施対象及び内容を見直し継

続する。PMF 青少年のための音楽会は、前年どおり実施する。 

 

⑴ オープンリハーサル 

   人気が高い札幌コンサートホール Kitara のゲネプロ（本番前の全体練習）を中心に、リハーサルを

一般に公開する。定員は 1 回につき 100 名。 

 

⑵ PMF 教育セミナー 

   高校生以上で音楽に関心を持つ人を対象として、芸術監督及び教授陣による（予定）コンダクティ

ング及びヴォーカルアカデミーを中心とした音楽講座を実施する。 

 

⑶ PMF 青少年のための音楽会 

年少者世代へのクラシック音楽普及を目指し、子供にも親しみやすいテーマを設定し、ホストシテ

ィ・オーケストラである札幌交響楽団によるトークや演奏を行う。例年どおり、ピクニックコンサート（7 月

29 日実施）におけるプログラムの 1 つとして実施する。 


